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認
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
あ
っ
た
か
サ
ポ
ー
ト

第
　
回

総
会
報
告

　

去
る
６
月
９
日
「
Ｋ
Ｋ
Ｒ
く
に
荘
」
に
お
い
て
、
第
13
回
の
通
常
総
会
を
開
催
し
、

42
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
第
１
号
議
案
か
ら
第
２
号
議
案
の
活
動
報
告
が
承
認
さ

れ
、
引
き
続
き
第
３
号
議
案
か
ら
第
６
号
議
案
の
活
動
方
針
案
の
い
ず
れ
も
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
特
に
第
５
号
議
案
で
は
定
款
変
更
案
と
し
て
、
第
１
条
で
は
認
定
を
受
け

た
法
人
で
あ
る
こ
と
を
公
示
す
る
た
め
認
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
あ
っ
た
か
サ
ポ
ー

ト
と
し
、
第
３
条
の
目
的
条
文
に
「
自
助
」
に
は
限
界
が
あ
り
「
公
助
」
に
も
頼
り
き

れ
な
い
現
状
に
お
い
て「
共
生
の
思
想
の
も
と
」を
追
加
し
ま
し
た
。
第
６
号
議
案
で
は
、

２
０
１
８
年
度
理
事
会
体
制
の
中
に
新
任
・
宮
脇
力
（
近
鉄
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
労
働
組
合

執
行
委
員
長
）
を
追
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、
参
与
と
し
て
新
任
・
半
田
敏
照
が
副
理
事

長
を
退
任
し
、
新
任
・
古
家
野
晶
子
（
弁
護
士
）
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
二
部
の
記
念
講
演
会
に
は
91
名
が
参
加
を
さ
れ
、「
い
ま
こ
そ
働
き
や
す
い
職
場

づ
く
り
の
チ
ャ
ン
ス
！
中
小
企
業
に
お
け
る
『
働
き
方
改
革
』
の
影
響
と
活
か
し
方
」

と
題
し
、「
働
き
方
改
革
関
連
法
案
」
に
つ
い
て
古
家
野
晶
子
弁
護
士
か
ら
解
説
し
て

頂
き
ま
し
た
。
ま
た
「
同
一
労
働
同
一
賃
金
」
に
関
す
る
平
成
30
年
６
月
１
日
の
二
つ

の
最
高
裁
判
決
に
つ
い
て
中
島
光
孝
弁
護
士
に
よ
る
ご
講
演
を
頂
き
ま
し
た
。
な
お
、

本
講
演
の
内
容
に
つ
い
て
は
別
途
冊
子
と
し
て
編
集
発
行
の
予
定
で
す
。

　

第
三
部
の
懇
親
会
に
は
、
60
名
の
方
々
が
参
加
さ
れ
、
名
刺
交
換
な
ど
お
互
い
の
交

流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
『
し
ご
と
』
と
『
く
ら
し
』
を
テ
ー
マ
に
、
人
間
性
あ
ふ
れ
る
、
住
み
や

す
い
、《
あ
っ
た
か
社
会
》
を
め
ざ
し
て
、
共
生
の
思
想
の
も
と
、
共
助
の

考
え
方
で
つ
な
が
り
、《
あ
っ
た
か
人
生
》《
あ
っ
た
か
企
業
》《
あ
っ
た
か

未
来
》
つ
く
り
に
向
け
て
新
た
な
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
を
は
じ
め
よ
う
！
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ロ
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ガ
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第
１
号
議
案

（
項
目
の
み
抜
粋
）

２
０
１
７
年
度
活
動
報
告

１　

現
状
認
識
と
基
本
的
な
姿
勢

（
１
）
労
働
政
策
の
動
向
に
つ
い
て

　

①　
「
働
き
方
改
革
」
の
狙
い

　

②　

�「
不
合
理
な
格
差
の
是
正
」
は
可
能

か
？

　

③　

�

長
時
間
労
働
の
上
限
規
制
と
裁
量

労
働

　

④　

�

ダ
ブ
ル
ワ
ー
ク
な
ど
副
業
・
兼
業

の
推
進

　

⑤　

�

病
気
や
障
害
な
ど
と
職
業
生
活
の

両
立
支
援

　

⑥　

�

育
児
・
介
護
休
業
法
な
ど
の
改
正

と
課
題

　

⑦　

�

働
き
方
改
革
が
も
た
ら
す
労
務
管

理
の
変
更

　

⑧　

労
働
者
の
健
康
確
保
政
策

（
２
）
社
会
保
障
政
策
に
つ
い
て

２　
４
つ
の
事
業
活
動
を
振
り
返
る

（
１
）　

情
報
発
信
活
動

　

①　

会
報
の
発
行

　

②　

�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
以
下
Ｈ
Ｐ
）
の
充
実

（
２
）　

教
育
宣
伝
活
動

　

①　

労
働
関
連
法
教
育
事
業
（
委
託
）

　
　

イ
、��

高
校
生
・
大
学
生
対
象
の
出
前
授

業

　
　

ロ
、�

社
会
人
対
象
の
サ
ポ
ー
ト
セ
ミ

ナ
ー

　
　

ハ
、�

大
学
生
を
対
象
に
し
た
就
活
支
援

セ
ミ
ナ
ー

　

②　

新
春
交
流
会

　

③　
�

豊
中
市
に
お
け
る
就
労
支
援
に
向
け

た
労
働
教
育
セ
ミ
ナ
ー

　

④　

春
季
連
続
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

　

⑤　

�

京
都
自
立
就
労
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

研
修
会

　

⑥　

�

労
働
者
福
祉
協
議
会
や
労
働
組
合
で

の
研
修
会

（
３
）　

相
談
活
動

　

①　

京
都
府
に
お
け
る
労
働
相
談
事
業

（
４
）　

他
団
体
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動

　

①　

�

ラ
ボ
ー
ル
学
園
と
の
提
携
事
業
の
展
開

　

②　

龍
谷
大
学
と
の
連
携

　

③　

行
政
機
関
な
ど
と
の
協
働

３　

組
織
・
財
政
活
動
の
総
括

　

①　

組
織
活
動

　

②　

財
政
活
動

２
０
１
８
年
度　

第
13
回
総
会
議
案

第
２
号
議
案

　

２
０
１
７
年
度
決
算
報
告
及
び
監
査
報
告 

・・・（
別
紙
）

第
３
号
議
案

２
０
１
８
年
度
活
動
方
針

１　

基
本
的
な
活
動
の
方
向
性

（
１
）
労
働
分
野
を
め
ぐ
る
課
題

　

①　

�

政
府
の
動
向
と
二
つ
の
最
高
裁
判
決

　

�　

政
府
は
今
春
「
働
き
方
改
革
関
連
法
」

を
一
括
し
て
国
会
に
上
程
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
モ
リ
カ
ケ
問
題
や
官
僚
と
閣
僚
の

セ
ク
ハ
ラ
発
言
が
相
次
ぎ
審
議
が
停
滞

し
て
い
ま
す
。
他
方
、
司
法
の
場
で
は
、

労
働
契
約
法
２
０
条
を
め
ぐ
る
下
級
審

判
決
に
お
い
て
諸
手
当
や
賞
与
な
ど
を

め
ぐ
る
支
給
決
定
方
法
の
再
検
討
を
迫

る
判
決
が
続
い
て
い
ま
す
。
今
年
六
月
一

日
に
は
、
非
正
規
と
正
規
と
の
処
遇
間
格

差
に
つ
い
て
初
の
最
高
裁
判
決
が
下
さ

れ
ま
し
た
。
今
回
の
判
決
は
「
働
き
方
改

革
関
連
法
」
の
内
容
に
影
響
を
与
え
る
だ

け
で
な
く
今
後
の
日
本
的
雇
用
慣
行
そ

の
も
の
へ
の
影
響
を
与
え
そ
う
で
す
。

（
２
）
社
会
保
障
制
度
を
め
ぐ
る
課
題

　

①　

�

避
け
ら
れ
な
い
税
と
社
会
保
障
制
度
改
革

　

�　
「
働
き
方
改
革
実
現
会
議
」
で
取
り
上

げ
ら
れ
た
社
会
保
障
制
度
改
革
に
繋
が

る
テ
ー
マ
と
し
て
は
、「
働
き
方
に
中

立
的
な
社
会
保
障
制
度
・
税
制
な
ど
女

性
・
若
者
が
活
躍
し
や
す
い
環
境
整
備
」

で
す
。

　

�　

社
会
保
障
制
度
は
、
今
後
の
「
働
き
方

改
革
関
連
法
」
の
法
改
正
や
今
後
の
日
本

的
雇
用
慣
行
の
変
化
に
規
定
さ
れ
、
設
計

さ
れ
ま
す
。
男
性
稼
ぎ
主
を
前
提
に
し
た

世
帯
単
位
の
税
や
社
会
保
障
制
度
の
下

で
は
、
人
口
減
少
、
世
帯
構
成
の
変
化
、

製
造
業
か
ら
サ
ー
ビ
ス
業
へ
の
産
業
構

造
の
変
化
が
年
金
・
医
療
・
介
護
の
他
、

税
に
よ
る
様
々
な
福
祉
制
度
を
そ
の
根

底
か
ら
脅
か
し
か
ね
ま
せ
ん
。「
新
し
い

酒
は
新
し
い
革
袋
に
」
は
、
歴
史
の
教
え

で
す
。

　

�　

こ
れ
ま
で
の
社
会
保
障
制
度
は
、
夫
は

「
外
で
働
き
」
妻
は
「
家
庭
を
守
る
」
性

別
役
割
分
業
を
前
提
と
し
て
構
築
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
夫
と
妻
そ
し
て
子
で
構
成

さ
れ
る
世
帯
を
「
標
準
モ
デ
ル
」
と
し
て

構
築
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
そ

の
世
帯
に
属
す
る
女
性
の
就
業
を
税
制

度
に
お
け
る
１
０
３
万
円
や
１
５
０
万

円
、
社
会
保
険
制
度
に
お
け
る
１
０
６
万

円
や
１
３
０
万
円
の
壁
で
抑
制
又
は
調

整
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

�　

既
に
単
身
世
帯
、母
子
（
父
子
）
世
帯
、

同
性
婚
が
増
加
傾
向
に
あ
る
時
代
に
お
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い
て
、
こ
れ
か
ら
は
多
様
な
家
族
形
態
に

対
応
し
た
税
と
社
会
保
険
制
度
が
構
想

さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

２　

具
体
的
な
活
動
方
針

（
１
）
基
本
的
な
活
動
の
方
向
性

―
設
立
総
会
の
理
念
に
立
ち
返
っ
て

　

今
年
はNPO

法
が
成
立
し
て
20
年
に
な

り
ま
す
。
こ
の
法
制
度
の
ツ
ー
ル
を
使
っ
て

市
民
に
よ
る
社
会
を
変
え
る
活
動
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
次
第
十
三
回
定

期
総
会
で
は
、
第
五
号
議
案
と
し
て
定
款
第

三
条
の
目
的
条
文
中
に
新
た
に
「
共
生
の
思

想
の
も
と
」
を
追
加
挿
入
す
る
提
案
を
し
て

い
ま
す
。
そ
こ
に
は
「
自
助
」
や
「
公
助
」

だ
け
で
な
く
「
共
助
」
の
考
え
方
が
示
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、「
共
生
の
思
想
」
が
文
言

と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

れ
を
追
加
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

さ
て
、
私
た
ち
は
二
〇
〇
五
年
七
月
の
設

立
時
に
労
働
と
社
会
保
障
を
テ
ー
マ
と
し

て
、
様
々
な
専
門
家
が
集
ま
り
、「
共
生
思

想
」
の
も
と
共
助
の
考
え
方
で
集
い
、
今
日

ま
で
つ
な
が
っ
て
き
ま
し
た
。「
あ
っ
た
か

サ
ポ
ー
ト
」
と
い
う
命
名
は
、
故
上
谷
耕
造

八
幡
市
議
会
議
員
（
当
時
）
が
提
案
し
発
起

人
の
多
数
が
そ
れ
を
支
持
し
、
採
択
さ
れ
決

定
し
た
も
の
で
す
。
誰
か
が
誰
か
を
一
方
的

に
支
援
す
る
の
で
は
な
く
、
お
互
い
に
助
け

合
っ
て
生
き
て
い
け
る「
共
生
社
会
」を「
人

間
性
あ
ふ
れ
る
住
み
や
す
い
社
会
」
と
し
て

表
現
し
、
そ
の
よ
う
な
社
会
を
目
指
し
て
市

民
活
動
を
発
展
さ
せ
よ
う
と
し
て
開
始
し
ま

し
た
。

　

幸
い
今
回
の
総
会
開
催
に
当
た
っ
て
は
、

「
あ
っ
た
か
情
報
」
の
五
三
号
に
、
弁
護
士

の
古
家
野
晶
子
氏
に
よ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
活

動
理
念
に
つ
い
て
御
寄
稿
を
頂
き
ま
し
た
。

そ
こ
に
は
、こ
れ
か
ら
の
活
動
予
定
も
含
め
、

三
つ
の
「
あ
っ
た
か
」
つ
く
り
を
提
案
し
て

い
ま
す
。

　

1
つ
は
、「
あ
っ
た
か
人
生
」
つ
く
り
と

し
て
、
一
人
一
人
の
「
は
た
ら
く
」
と
「
く

ら
し
」
を
支
え
合
う
場
と
し
て
設
定
し
、
具

体
的
に
は
季
刊
「
あ
っ
た
か
情
報
」
を
発
行

し
、
就
労
や
生
活
に
役
立
つ
セ
ミ
ナ
ー
の
開

催
、
各
種
専
門
家
に
よ
る
労
働
・
生
活
相
談
そ

し
て
専
門
家
な
ど
の
紹
介
を
上
げ
て
い
ま
す
。

　

二
つ
に
は
、「
あ
っ
た
か
企
業
」
つ
く
り

と
し
て
、
働
く
人
も
企
業
も
あ
っ
た
か
く
す

る
知
恵
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
を
上
げ
て

い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
経
営
者
・
労
務
担

当
者
と
各
種
専
門
家
の
協
働
の
場
の
提
供
や

「
あ
っ
た
か
企
業
」
応
援
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

そ
し
て
問
題
解
決
策
の
提
案
な
ど
各
種
情
報

の
発
信
で
す
。

　

三
つ
目
に
は
、「
あ
っ
た
か
未
来
」
つ
く

り
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
を
あ
っ
た
か
く
育

み
、
若
者
の
羽
ば
た
き
を
応
援
す
る
こ
と
を

提
案
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
私
た
ち

が
草
分
け
的
存
在
と
し
て
取
り
組
ん
で
き
た

高
校
生
や
大
学
生
へ
の
労
働
関
連
法
教
育
、

若
者
の
就
労
定
着
支
援
、
い
ま
喫
緊
の
課
題

と
さ
れ
て
い
る
保
育
士
の
就
労
定
着
支
援
や

子
育
て
と
の
両
立
に
資
す
る
様
々
な
知
識
の

提
供
な
ど
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

（
２
）
四
つ
の
活
動
の
柱

　

本
年
度
は
、上
記
の
三
つ
の
「
あ
っ
た
か
」

つ
く
り
に
向
け
た
研
究
、
議
論
を
深
め
て
い

く
こ
と
に
し
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
当
法
人

の
活
動
内
容
を
紹
介
し
て
い
る
三
つ
折
り
の

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
掲
載
し
て
い
る
四
つ
の
活

動
の
柱
に
つ
い
て
見
直
し
を
進
め
る
こ
と
に

し
ま
す
。

　

①　

情
報
発
信
活
動

　

�　

季
刊
「
あ
っ
た
か
情
報
」
の
発
行
に
際

し
て
は
、
少
な
く
と
も
年
四
回
の
編
集
会

議
を
開
催
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
、

日
常
的
活
動
と
の
有
機
的
連
動
を
重
視

す
る
こ
と
に
し
ま
す
。

　

�　

ま
た
情
報
発
信
に
際
し
て
は
、
情
報
収

集
や
研
究
活
動
が
不
可
欠
で
す
。
各
種
専

門
家
に
よ
る
定
例
の
研
究
会
を
開
催
し
、

今
後
の
「
あ
っ
た
か
人
生
」「
あ
っ
た
か

企
業
」、「
あ
っ
た
か
未
来
」
構
想
を
考
え

る
こ
と
に
し
ま
す
。

　

②�

「
は
た
ら
く
」
と
「
く
ら
し
」
に
係
る

相
談
活
動

　

�　

京
都
府
か
ら
の
労
働
相
談
委
託
事
業
に

つ
い
て
は
、
理
事
の
中
に
新
た
に
二
人
の

担
当
者
を
設
け
相
談
事
業
や
研
修
事
業

に
当
た
っ
て
、
京
都
府
と
の
窓
口
に
な
っ

て
頂
き
ま
す
。
ま
た
、
具
体
的
な
担
務
表

の
作
成
と
集
計
、
事
業
報
告
業
務
に
関

わ
っ
て
頂
く
こ
と
に
し
ま
す
。

　

�　

あ
っ
た
か
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
の
独
自
の

相
談
活
動
に
つ
い
て
は
、
専
門
家
の
紹
介

な
ど
幅
広
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し

た
「
は
た
ら
く
」
や
「
く
ら
し
」
を
支
え

合
う
場
、
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
を
築
く
方
向

で
検
討
を
深
め
て
い
く
こ
と
に
し
ま
す
。

　

③　

教
育
活
動

　

�　

ラ
ボ
ー
ル
学
園
か
ら
の
労
働
関
連
法
教

育
事
業
に
つ
い
て
は
、
高
校
生
、
大
学
生

に
加
え
今
後
専
門
学
校
生
や
外
国
人
留

学
生
を
も
対
象
と
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

�　

ま
た
、
社
会
人
を
対
象
に
し
た
セ
ミ

ナ
ー
の
開
催
に
当
た
っ
て
は
、出
張
相
談
、

研
修
会
の
他
に
年
度
の
前
半
と
後
半
に

区
分
し
、
全
五
回
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
二
つ
の
委
託
事
業
に
つ

い
て
も
若
者
を
対
象
に
し
た
教
育
事
業
、

社
会
人
を
対
象
に
し
た
教
育
事
業
の
そ

れ
ぞ
れ
に
理
事
の
中
か
ら
担
当
者
を
新

た
に
各
一
人
選
任
し
、
進
捗
状
況
の
集
計

や
報
告
を
含
め
ラ
ボ
ー
ル
学
園
と
の
窓

口
に
な
っ
て
頂
く
こ
と
に
し
ま
す
。

　

�　
「
あ
っ
た
か
」
独
自
事
業
と
し
て
進
め
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て
き
た
春
秋
セ
ミ
ナ
ー
や
新
春
交
流
会
、

総
会
開
催
記
念
事
業
の
企
画
・
立
案
作

業
等
に
つ
い
て
は
、
季
刊
「
あ
っ
た
か
情

報
」
の
編
集
会
議
や
定
例
的
に
開
催
さ
れ

る
研
究
会
の
中
で
、
提
案
を
し
、
議
論
を

深
め
る
こ
と
に
し
ま
す
。

　

�　

更
に
「
公
募
型
事
業
」
や
新
し
い
時
代

に
対
応
し
た
各
種
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
に

当
た
っ
て
は
、
そ
の
都
度
専
門
家
に
よ
る

チ
ー
ム
を
編
成
し
、
チ
ー
ム
で
企
画
立
案

し
、
実
行
で
き
る
体
制
を
整
え
る
こ
と
に

し
ま
す
。
本
年
度
具
体
的
に
検
討
が
進
ん

で
い
る
事
業
は
以
下
の
三
つ
で
す
。

　
（
イ
）
二
〇
一
八
年
秋
季
連
続
セ
ミ
ナ
ー

　

�　

テ
ー
マ
「
外
国
人
労
働
者
の
雇
用
を
め

ぐ
っ
て
」

　
　

九
月
期
に
全
三
回
開
催
し
ま
す
。

　
（
ロ
）�

京
都
府
公
募
型
・「
女
性
活
躍
推
進

事
業
」

　

�　

テ
ー
マ
「
女
性
活
躍
の
た
め
の
『
共
育

て
社
会
』
つ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　

�　

一
〇
～
一
二
月
に
セ
ミ
ナ
ー
や
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
の
開
設
を
計
画
し
、
翌
年
１
月
下

旬
に
は
、
例
年
の
新
春
交
流
会
の
開
催
に

合
わ
せ
て
「
子
育
て
支
援
」
の
た
め
の
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
催
す
る

予
定
で
す
。
ま
た
、
そ
の
記
録
の
編
集
と

は
発
行
を
検
討
し
ま
す
。

　
　

全
三
回
開
催

　
（
ハ
）
そ
の
他
事
業

　
�　

「
病
気
や
障
害
と
仕
事
の
両
立
支
援
向

け
研
修
会
」

　
�　

今
年
11
月
、
12
月
、
来
年
１
月
の
全
三

回
に
わ
た
り
開
催
す
る
予
定
で
す
。
対
象

は
、
両
立
支
援
に
関
心
の
あ
る
専
門
職
の

方
と
し
、
実
践
的
に
役
立
つ
セ
ミ
ナ
ー
と

し
て
企
画
し
ま
す
。

　

�　

厚
労
省
は
が
ん
患
者
の
職
場
復
帰
支
援

に
向
け
て
健
康
保
険
の
適
用
を
検
討
し

て
い
ま
す
。
就
業
規
則
の
改
訂
な
ど
現
場

の
労
務
担
当
者
に
新
し
い
情
報
の
提
供

を
行
う
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー
と

し
て
開
催
し
ま
す
。

　

④　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動

　

�　

こ
れ
ま
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
先
の
主
な
対

象
は
、
地
方
自
治
体
や
大
学
、
労
働
組
合

が
就
労
支
援
団
体
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

引
き
続
き
こ
れ
ま
で
の
関
係
機
関
と
の

連
携
を
強
化
し
つ
つ
、
大
学
の
サ
ー
ク
ル

活
動
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
若
者

と
直
接
的
に
関
わ
れ
る
事
業
や
実
践
的

学
習
機
会
の
提
供
に
つ
い
て
も
視
野
に

入
れ
る
こ
と
に
し
ま
す
。

　

�　

ま
た
、
子
育
て
機
関
や
病
院
な
ど
と
も

連
携
を
強
化
し
、「
く
ら
し
」
を
支
え
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
に
力
を
投
入
す

る
こ
と
に
し
ま
す
。

３　

組
織
・
財
政
活
動

　

①　

組
織
活
動

　

�　

当
法
人
を
結
成
し
既
に
13
年
を
迎
え
、

活
動
範
囲
も
拡
大
し
ま
し
た
。
当
会
を
支

え
る
会
員
に
つ
い
て
も
正
会
員
、
賛
助
会

員
、
協
力
会
員
に
多
少
の
変
動
は
あ
り
ま

す
が
、
お
よ
そ
２
５
０
名
前
後
を
維
持
し

て
い
ま
す
。
今
後
と
も
社
会
の
ニ
ー
ズ
に

沿
っ
た
幅
広
い
活
動
を
展
開
す
る
た
め

の
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
（
イ
）
事
務
局
体
制
の
強
化

　

�　

通
常
業
務
と
し
て
の
会
計
管
理
の
他
に

業
務
委
託
事
業
に
伴
う
計
画
書
の
提
出
、

競
争
入
札
へ
の
参
加
、
契
約
の
締
結
、
収

支
決
算
書
や
事
業
報
告
書
の
作
成
な
ど

年
度
末
の
事
務
量
の
増
加
に
は
、
二
人
の

パ
ー
ト
労
働
者
に
よ
っ
て
辛
う
じ
て
対

応
し
て
い
ま
す
。
幸
い
当
会
は
、
様
々
な

専
門
士
業
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
の
で
、
社

労
士
、
税
理
士
、
司
法
書
士
な
ど
各
種
行

政
機
関
へ
の
届
出
等
の
事
務
処
理
は
滞

り
な
く
処
理
で
き
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
各
種
セ
ミ
ナ
ー
の
案
内
と
集
約
な

ど
の
事
務
処
理
以
外
の
委
託
事
業
関
係
の
事

務
処
理
に
つ
い
て
は
、
各
分
野
毎
に
管
理
責

任
者
を
設
け
て
執
行
が
で
き
る
よ
う
に
準
備

を
整
え
ま
す
。

　
（
ロ
）
理
事
会
に
お
け
る
執
行
体
制
の
強
化

　

�　

理
事
会
の
構
成
員
や
体
制
も
安
定
し
て

き
ま
し
た
が
、
高
齢
化
も
事
実
で
あ
り
、

理
事
の
若
返
り
を
進
め
ま
す
。
ま
た
今
回

は
、
理
事
会
に
間
接
的
に
関
わ
る
こ
と
の

で
き
る
参
与
制
度
を
活
か
す
こ
と
に
し

ま
す
。

　

�　

特
に
Ｈ
Ｐ
の
役
割
の
再
評
価
と
機
能
の

充
実
は
、
避
け
て
通
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
た 91名が参加した第13回総会の記念講演会の模様

6・1　二つの最高裁判決を解説する中島
光孝弁護士
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め
、
既
に
述
べ
た
活
動
方
針
案
の
①
に
あ

る
情
報
発
信
活
動
で
提
案
し
た
よ
う
に

有
志
に
よ
る
定
例
研
究
会
を
開
催
し
ま

す
。
弁
護
士
や
社
会
保
険
労
務
士
な
ど
専

門
士
業
を
中
心
に
し
て
具
体
的
な
方
針

の
策
定
と
執
行
体
制
を
整
え
ま
す
。
こ
れ

に
よ
っ
て
、
理
事
会
の
下
に
編
成
さ
れ
る

事
業
推
進
の
た
め
の
具
体
的
な
執
行
機
関

と
し
て
整
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

②　

財
政
活
動

　

�　

当
会
の
活
動
を
支
え
る
財
政
基
盤
は
、

ⅰ
会
費
収
入
、
ⅱ
寄
付
金
収
入
、
ⅲ
事
業

収
入
の
三
つ
で
す
。

　

�　

会
費
収
入
の
半
数
は
、
正
会
員
会
費
で

す
。
協
力
会
員
と
賛
助
会
員
は
、
そ
の
半

数
に
当
た
り
ま
す
。

　

�　

課
題
と
し
て
は
、
協
力
会
員
が
減
少

し
、
正
会
員
に
移
行
し
て
い
ま
す
。
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
活
動
を
拡
大
し
、
中
小
企
業
や

労
働
組
合
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
へ
の
情
報

や
具
体
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ

と
を
通
し
て
、
寄
付
金
の
拡
大
に
努
め

ま
す
。
既
に
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て

２
０
１
６
年
８
月
30
日
付
で
正
式
に
認

証
さ
れ
て
い
ま
す
。
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
シ
ン

グ
な
ど
効
果
的
な
寄
付
金
集
め
も
検
討

さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

�　

事
業
収
入
に
つ
い
て
は
、
独
自
の
教
育

活
動
と
そ
の
広
報
活
動
を
通
し
て
利
益
の

上
が
る
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
を
行
い
ま
す
。

私
の
読
書
館 

②

　
「
底
辺
へ
競
争
」
と
は
、
下
流
に
落
ち

な
い
よ
う
逃
げ
切
る
た
め
の
競
争
で
あ

る
と
説
い
て
い
ま
す
。
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊

後
、
下
降
す
る
社
会
を
経
験
し
た
こ
と
に

よ
り
、
私
た
ち
日
本
人
に
は
「
中
流
に
留

ま
り
た
い
」
と
い
う
意
識
が
強
く
働
く
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
中
流
生
活
を
失
う
こ

と
を
恐
れ
る
が
故
に
、
か
え
っ
て
不
安
は

増
長
し
続
け
て
い
ま
す
。

　

た
と
え
正
社
員
に
な
っ
た
と
し
て
も

非
正
規
化
が
進
む
中
で
「
転
落
」
へ
の
不

安
は
ぬ
ぐ
え
ま
せ
ん
。
そ
の
結
果
、
結
婚

し
た
い
、
子
ど
も
を
産
み
た
い
と
思
っ
て

も
前
向
き
に
な
れ
な
い
社
会
と
な
っ
て

い
ま
す
。
仕
事
の
確
保
と
生
活
の
安
定
は

表
裏
一
体
の
関
係
で
す
。

　

著
者
は
、歯
止
め
を
か
け
る
手
段
と
し
て
、

経
済
の
好
転
が
見
込
め
な
く
と
も
社
会
の
制

度
は
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
述
べ
て
い
ま

す
。
例
え
ば
家
族
単
位
か
ら
個
人
単
位
へ
の

社
会
保
障
の
整
備
や
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム

の
導
入
検
討
を
も
提
案
し
て
い
ま
す
。

　
「
小
さ
な
政
府
」
だ
け
で
は
格
差
社
会
を

救
え
な
い
、
私
た
ち
の
意
識
を
含
め
社
会
に

大
き
な
変
革
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て

考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

図
書
紹
介
と
私
の
所
感

西
野 

智
子
（
社
会
保
険
労
務
士
）

「
底
辺
へ
の
競
争　

格
差
放
置

社
会
ニ
ッ
ポ
ン
の
末
路
」

（
山
田
昌
弘　

著
）

「
未
来
の
働
き
方
を
考
え
よ
う

　

人
生
は
二
回
、
生
き
ら
れ
る
」

（
ち
き
り
ん　

著
）

　

本
書
の
著
者
は
、
証
券
会
社
で
働
い
た
後

に
ア
メ
リ
カ
の
大
学
院
に
留
学
し
、
外
資
系

企
業
で
勤
務
し
た
経
験
を
有
し
て
い
る
そ
う

で
す
。
そ
し
て
退
職
後
、
い
ま
は
文
筆
や
ブ

ロ
グ
発
信
で
人
生
二
回
目
の
働
き
方
を
実
践

し
て
い
ま
す
。“
社
会
は
変
わ
る
し
、
自

分
も
変
わ
る
、
一
生
一
つ
の
仕
事
は
非

現
実
的
、
自
分
が
や
り
た
い
こ
と
を
見

つ
け
て
、
楽
に
生
き
る
働
き
方
を
し
ま

し
ょ
う
”
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。

　

そ
こ
で
は
単
に
働
き
方
を
変
え
る
の

で
は
な
く
、
生
き
方
を
変
え
る
こ
と
を

私
た
ち
に
指
南
し
て
い
ま
す
。
国
の
進

め
る
「
働
き
方
改
革
」
で
は
、
生
産
性

向
上
の
た
め
に
兼
業
、
副
業
の
促
進
を

掲
げ
て
い
ま
す
。
生
産
性
向
上
と
は
逆

行
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
自
分
の

や
り
た
い
こ
と
を
兼
業
、
副
業
で
行
い
、

楽
し
い
生
き
方
を
見
出
す
の
も
よ
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

何
歳
に
な
っ
て
も
自
分
と
向
き
合
う

こ
と
は
大
切
だ
と
改
め
て
気
付
か
さ
れ

ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
い
い
の
だ
ろ
う
か
、

と
先
行
き
を
見
失
っ
て
い
る
人
、
若
い

人
に
限
ら
ず
あ
ら
ゆ
る
年
齢
層
の
人
た

ち
に
楽
し
く
生
き
る
ヒ
ン
ト
が
本
書
に

は
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
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質問１　この度の企画は、どこでお知りになりましたか。

① 季刊「あったか情報」 12 ②
主催者側からの

案内
17 ③ 配架チラシ 1 ④ メール案内 9

⑤ 知人の紹介 7 ⑥ マスメディア 1 ⑦
ツイッターやスマ

ホ
0 ⑧ その他 1

質問２　どのような動機で「働き方改革」の講演会に参加されましたか。一つだけ選択してください。

① 職場で進めるために 5 ② 進め方に疑問があるから 1 ③ 客観的な理解を深めたいから 24

④
自分自身に関わる問題であ
り、その問題解決の糸口を
探りたいと思ったから

3 ⑤
テーマ自体が今後のビジネ
ス展開に役立つものであり、
情報と知識を得たいから

9

質問３　講演会の内容について、どのように感じていますか。

（１）古家野晶子弁護士のお話

① 理解が深まり有益だった 31 ② 話の内容が物足りなかった 6 ③ 話の内容が理解できなかった 1

（２）中島光孝弁護士のお話

① 理解が深まり有益だった 36 ② 話の内容が物足りなかった 0 ③ 話の内容が理解できなかった 3

質問４　講演内容やワークショップについて、率直なご意見やご感想を記入して下さい。

• �テーマが大きくて論議ができなかった
• �時間がタイトであった。
• ��どちらも、もう少し時間があればと思う。定年後再就職の有期労働者の就業規則と、その他の有期労働者の就業
規則は別々に作る必要があるのかなと思った。
• �もう少し質問の時間を
• �あまり話が盛り上がらなかったので普通の質疑応答でいいと思った。
• �自身の勤務先とオーバーラップする興味深い内容だった。
• �時間が少なくもったいなかった。
• �最高裁判決も出たタイミングの良いテーマで参考になった。
• �判例理論の中で示された枠組みについての考え方が今日の「働き方改革」の進行の中でどうなっていくのか考え
てくることができたところが良かったです。
• �分かりやすいワークショップでした。有難うございました。
• �判決分析して下さって良く解りました。有難うございました。
• �むずかしい言葉が出てきて知識が無いと理解は難しいですね！（判決への対応は）各企業に応じて対応が違うの
ではないかと思います。
• �少し時間が足らなかった。
• �急ぎ足で説明されたので難しかった。ワークショップは時間が足りません。
• �時間が短かった。
• �働き方改革の詳細の説明をきけて、よく理解しました。

質問5　NPO法人あったかサポートの活動についてお答えください。

① 以前から関わっていた 27 ② 名前は聞いたことがあった 7 ③ 初めて知った 7

参加者アンケート結果（94名中42名の回答がありました。ご協力ありがとうございました）

「2018年６月9日　NPO法人あったかサポート
第13回総会記念講演会アンケート
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最
高
裁
の
判
決
が
あ
っ
た
の
は
、
浜
松
市

の
物
流
会
社
ハ
マ
キ
ョ
ウ
レ
ッ
ク
ス
の
契

約
社
員
の
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
が
正
社
員
に

は
支
給
さ
れ
る
無
事
故
手
当
な
ど
の
諸
手

当
が
支
払
わ
れ
な
い
の
は
不
当
だ
と
是
正

を
求
め
た
訴
訟
と
、
横
浜
市
の
運
送
会
社
・

長
沢
運
輸
で
定
年
後
に
嘱
託
社
員
と
し
て

再
雇
用
さ
れ
た
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
が
仕
事

の
内
容
は
変
わ
ら
な
い
の
に
年
収
は
以
前

よ
り
２
割
以
上
も
下
が
っ
た
の
は
違
法
だ
と

し
た
訴
訟
で
す
。

　

労
働
契
約
法
20
条
は
正
社
員
と
非
正
規
社

員
間
の
「
不
合
理
な
格
差
」
を
禁
じ
て
い
ま

す
。
た
だ
、
何
を
も
っ
て
不
合
理
と
す
る
か

は
明
確
で
は
な
く
、
賃
金
全
体
で
比
較
す
る

の
か
、
基
本
給
や
手
当
な
ど
の
賃
金
項
目
を

個
別
に
比
較
す
る
の
か
で
下
級
審
の
判
断
も

分
か
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
最
高

裁
が
２
つ
の
訴
訟
で
示
し
た
の
は
「
賃
金
項

目
の
趣
旨
を
個
別
に
考
慮
す
べ
き
」
と
の
判

断
で
し
た
。

▽
迫
ら
れ
る
待
遇
改
善

　

そ
の
上
で
、
ハ
マ
キ
ョ
ウ
レ
ッ
ク
ス
訴
訟

で
は
、
是
正
を
求
め
た
６
つ
の
手
当
の
う
ち

通
勤
手
当
▽
給
食
手
当
▽
作
業
手
当
▽
無
事

故
手
当
―
の
４
つ
は
、
職
務
内
容
が
正
社
員

と
異
な
ら
な
い
の
で
支
払
わ
な
い
の
は
不
合

理
と
し
た
二
審
（
大
阪
高
裁
）
判
決
を
支
持

し
て
賠
償
を
命
じ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
二
審
が
認
め
な
か
っ
た
皆
勤
手
当

に
つ
い
て
も
、
出
勤
者
を
確
保
す
る
必
要
性

は
契
約
社
員
で
も
正
社
員
で
も
同
じ
だ
と
し

て
「
支
払
わ
な
い
の
は
不
合
理
」
と
踏
み
込

み
ま
し
た
。
た
だ
、住
宅
手
当
に
つ
い
て
は
、

出
向
や
異
動
が
あ
る
正
社
員
と
転
勤
が
な
い

契
約
社
員
で
は
違
い
が
あ
る
と
し
て
、
支
払

わ
な
い
の
は
「
不
合
理
と
は
い
え
な
い
」
と

し
ま
し
た
。

　

非
正
規
で
働
く
人
は
年
々
増
加
し
て

２
千
万
人
を
超
え
て
い
ま
す
。
働
く
人
の
４

割
近
く
を
占
め
ま
す
が
、
平
均
賃
金
は
正
社

員
の
約
６
割
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
判
決
は
雇
用

の
形
態
に
関
わ
ら
ず
、
合
理
的
に
説
明
で
き

な
い
格
差
は
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
姿
勢
を

は
っ
き
り
と
打
ち
出
し
た
形
で
、
だ
れ
も
が

う
な
ず
け
る
内
容
だ
と
思
い
ま
す
。

▽
一
方
で
賃
金
減
は
容
認

　

問
題
な
の
は
長
沢
運
輸
訴
訟
で
す
。
精
勤

手
当
や
超
勤
手
当
に
つ
い
て
は
ハ
マ
キ
ョ
ウ

レ
ッ
ク
ス
訴
訟
と
同
じ
で
正
社
員
と
差
が
あ

る
の
は
不
合
理
だ
と
し
て
二
審
（
東
京
高

裁
）
判
決
を
覆
し
ま
し
た
が
、
定
年
後
の
再

雇
用
に
伴
う
賃
金
の
ダ
ウ
ン
は
二
審
と
同
様

に
容
認
し
ま
し
た
。

　

こ
の
会
社
の
正
社
員
の
賃
金
は
基
本
給
と

能
率
給
、職
務
給
で
構
成
さ
れ
る
の
に
対
し
、

嘱
託
社
員
は
基
本
賃
金
と
歩
合
給
か
ら
な
り

ま
す
。
こ
れ
を
個
別
に
み
る
と
、
基
本
賃
金

は
定
年
時
の
基
本
給
よ
り
若
干
増
や
し
て
い

る
ほ
か
、
歩
合
給
も
正
社
員
の
能
率
給
よ
り

優
遇
す
る
な
ど
の
工
夫
を
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
賃
金
全
体
が
減
少
し
て
も
「
不
合
理
と

は
い
え
な
い
」
と
し
ま
し
た
。

　

そ
の
前
提
と
し
て
「
定
年
後
の
再
雇
用
者

の
賃
金
を
検
討
す
る
に
は
、
定
年
制
は
賃
金

コ
ス
ト
を
一
定
限
度
に
抑
制
す
る
制
度
で
あ

る
上
、
再
雇
用
者
は
長
期
間
の
雇
用
が
予
定

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
や
年
金
の
支
給
が
予
定

さ
れ
て
い
る
な
ど
の
事
情
が
基
礎
に
な
る
」

と
し
ま
し
た
。

　

簡
単
に
い
う
と
、定
年
前
と
定
年
後
で
は
、

仕
事
の
内
容
や
責
任
が
ま
っ
た
く
同
じ
「
同

一
労
働
」
で
も
「
同
一
賃
金
」
と
は
な
ら
な

い
と
い
う
こ
と
で
す
。
一
般
的
に
現
役
時
代

の
賃
金
は
年
功
型
で
す
の
で
、
企
業
経
営
を

考
え
る
と
、
定
年
後
の
賃
金
は
同
じ
仕
事
で

も
一
定
程
度
ダ
ウ
ン
す
る
の
は
や
む
を
得
な

い
面
が
あ
る
の
は
事
実
で
す
。

　

だ
が
、
そ
う
だ
と
し
て
も
、
限
度
と
い
う

も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
よ
う
か
。
ど

れ
く
ら
い
の
水
準
が
妥
当
か
は
個
々
の
会
社

で
異
な
る
で
し
ょ
う
が
、
こ
の
嘱
託
社
員
の

納
得
し
て
働
け
る
賃
金
に

共
同
通
信
編
集
委
員
　
髙
　
瀬
　
髙
　
明

　

正
社
員
と
非
正
規
社
員
が
同
じ
仕
事
を
し
た
場
合
、
賃
金
な
ど
の
待
遇
に
格
差
が
あ

る
の
は
妥
当
か
ど
う
か
が
争
わ
れ
た
２
件
の
訴
訟
の
最
高
裁
判
決
が
、
６
月
１
日
に
あ

り
ま
し
た
。
あ
っ
た
か
サ
ポ
ー
ト
で
も
こ
の
関
連
の
セ
ミ
ナ
ー
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

ご
存
じ
の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。「
同
一
労
働
・
同
一
賃
金
」の
流
れ
が
広
が
る
中
で
、

手
当
の
大
半
に
つ
い
て
は
是
正
す
べ
き
と
し
た
の
は
当
然
で
す
が
、
定
年
後
の
賃
金
減

少
を
容
認
し
た
こ
と
に
は
疑
問
も
残
り
ま
す
。

社
会
保
障
よ
も
や
ま
話
・
そ
の
❺
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場
合
、
年
収
は
定
年
前
の
約
５
０
０
万
円
か

ら
約
３
７
０
万
円
に
下
が
り
ま
し
た
。「
入

社
１
年
目
の
人
よ
り
低
く
な
っ
た
」
と
訴
え

て
い
ま
す
。

　

生
活
者
と
し
て
考
え
る
と
、
定
年
前
も
定

年
後
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。
年
金
の
支
給
が
予

定
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
も
ま
だ
受
給
し
て

い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
退
職
金
は

現
役
時
代
の
賃
金
の
後
払
い
で
す
。「
生
活

を
切
り
詰
め
ろ
と
い
う
の
か
」
と
い
う
怒
り

は
も
っ
と
も
で
す
。
特
に
運
輸
業
界
で
は
、

人
手
不
足
の
中
で
定
年
後
の
再
雇
用
者
は
低

賃
金
で
使
え
る
労
働
者
と
し
て
利
用
さ
れ
て

い
る
の
が
実
態
と
い
う
指
摘
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
訴
訟
の
一
審
（
東
京
地
裁
）
判
決

は
、「
業
務
の
内
容
や
責
任
が
同
じ
な
の
に

賃
金
を
下
げ
る
の
は
違
法
」
と
い
う
内
容
で

し
た
。
こ
の
判
決
で
も
、
定
年
後
の
雇
用
を

確
保
す
る
た
め
に
賃
下
げ
を
す
る
こ
と
自
体

に
は
「
合
理
性
は
あ
る
」
と
認
め
て
い
ま
す

が
、
こ
の
会
社
の
場
合
は
経
営
状
況
か
ら
み

て
再
雇
用
者
の
賃
金
コ
ス
ト
を
圧
縮
す
る
必

要
は
な
か
っ
た
と
し
ま
し
た
。

　

画
期
的
な
判
断
で
、
私
に
は
こ
ち
ら
の
ほ

う
が
時
代
の
流
れ
に
沿
っ
て
い
る
と
思
え
ま

す
が
ど
う
で
し
ょ
う
。

▽
企
業
も
社
会
も
活
性
化

　

厚
生
年
金
の
支
給
開
始
年
齢
が
65
歳
へ
と

段
階
的
に
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
に
伴

い
、
企
業
は
改
正
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法

で
希
望
者
全
員
の
65
歳
ま
で
の
雇
用
確
保
を

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
い

ま
や
定
年
退
職
者
の
ほ
と
ん
ど
が
契
約
社
員

や
嘱
託
社
員
と
し
て
再
雇
用
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
賃
金
は
一
般
的
に
大
幅
に
下
が
る
の
が

実
態
で
す
。

　

労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
が
再
雇
用
者

約
３
２
０
０
人
を
対
象
に
し
た
調
査
で
は
、

仕
事
の
職
種
は
８
割
以
上
が
変
わ
ら
な
い
と

し
、
約
５
割
が
仕
事
の
内
容
や
責
任
の
重
さ

も
変
わ
っ
て
い
な
い
と
し
て
い
る
も
の
の
、

賃
金
が
減
少
し
た
人
は
８
割
以
上
も
い
ま
し

た
。
減
少
率
は
２
～
５
割
が
大
半
で
す
が
、
５

割
以
上
と
い
う
の
も
２
割
を
超
え
て
い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
現
役
時
代
の
賃
金
と
の
比
較
で

す
か
ら
、
例
え
ば
、
半
減
し
た
と
い
っ
て
も

年
収
１
千
万
円
程
度
だ
っ
た
人
と
５
０
０
万

円
程
度
だ
っ
た
人
で
は
意
味
合
い
が
大
き
く

違
い
ま
す
。
調
査
か
ら
は
そ
う
し
た
個
々
人

の
生
活
実
態
ま
で
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、「
働

き
が
い
が
な
い
」
と
感
じ
て
い
る
人
は
多
い

と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
背
景
に
は
、
企
業
に
と
っ
て
定
年
後

の
雇
用
確
保
は
法
律
で
押
し
つ
け
ら
れ
た
た

め
に
、
し
ぶ
し
ぶ
や
っ
て
い
る
面
が
強
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
だ
が
、
少
子
高
齢
化
で
労

働
人
口
が
減
少
し
て
い
く
中
で
は
、
女
性
と

と
も
に
高
齢
者
の
就
労
拡
大
は
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
現
状
は
あ
ま
り
に
も
っ
た
い
な
い
よ
う

に
思
い
ま
す
。

　

経
験
豊
富
な
ベ
テ
ラ
ン
が
定
年
後
も
生
き

生
き
と
活
躍
す
れ
ば
企
業
が
活
性
化
す
る
ば

か
り
か
、
社
会
の
活
力
も
う
ま
れ
ま
す
。
そ

う
い
う
好
循
環
を
実
現
さ
せ
る
環
境
を
整
備

第２回あったか研究会開催のご案内
（兼 第１回あったか研究会開催のご報告）

　去る７月４日、第１回あったか研究会を開催しました。５名の参加者で、研究会の
位置づけから議論し、①「あったか研究会」は認定 NPO 法人あったかサポートの研究
開発部門として位置づけること、具体的には、今年度から意識的に取り組む「あった
か企業」「あったか未来」づくりに向けた基礎理論を構築すべく、参考情報や資料の共
有を図り、成果物の発行を計画すること、②研究員は登録制とし（オブザーバー参加
は随時受け入れる）、最新の情報共有ツールやウェブ会議等も活用して効率よく進める
こと、③定例研究会の開催場所は古家野法律事務所とし、研究会開催にかかる事務も
含め、法人から同事務所に業務委託費として毎月５千円（税別）を支払うことなどを
確認しました。
　第２回は下記のとおり開催しますので、ぜひご参加ください。

記

【日　時】2018年８月１日（水）午後３：30～５：30
【会　場】古家野法律事務所（烏丸三条西北角のビル３階）
【テーマ】
　１．当面する課題の具体的検討
　　①  外国人労働者に係るセミナー計画の実施
　　②  男女共同参画事業に係るセミナーの具体化
　　③  病気や障害と仕事の両立支援に係るセミナー企画の再検討
　２．2018・６・９講演記録の編集会議の開催
　　　　社労士が事業主に伝え、役立つ「現場で使えるガイド」を目指す
　３．情報発信サイトの構築を検討
　４．今年度の開催予定（原則第１水曜日、11月開催日に注意）
　　　　９月５日（水）、１０月３日（水）、１０月３１日（水）、
　　　　12月５日（水）、１月９日（水）、２月６日（水）、３月６日（水）

す
る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
で
す
。
将
来
的

に
は
定
年
延
長
が
望
ま
し
い
と
は
思
い
ま
す

が
、
そ
れ
に
は
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
そ
れ

ま
で
は
、
個
々
の
企
業
で
再
雇
用
者
が
納
得

で
き
る
賃
金
の
あ
り
方
を
考
え
直
す
と
き
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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に
わ
か
フ
ァ
ン
な
が
ら
サ
ッ
カ
ー
ロ
シ

ア
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
大
会
の
競
技
時
間

に
合
わ
せ
て
何
度
か
夜
更
か
し
を
し
た
。

　

七
月
三
日
に
十
六
強
突
破
を
か
け
た

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
一
回
戦
が
行
わ

れ
、
日
本
代
表
は
ベ
ル
ギ
ー
と
対
戦
し

二
対
三
で
負
け
た
。

　

そ
し
て
日
本
代
表
の
主
将
の
長
谷
部

誠
が
今
回
の
大
会
で
代
表
引
退
を
表
明

し
て
主
将
の
座
を
降
り
、
約
十
三
年
間

の
選
手
と
し
て
の
プ
レ
ー
に
も
幕
を
下

ろ
し
た
。

　
「
帰
り
の
飛
行
機
で
も
外
の
雲
を
見

な
が
ら
感
傷
に
浸
っ
て
い
た
ん
で
す
け

ど
、
今
は
九
十
九
％
の
満
足
感
と
一
％

の
後
悔
、
そ
の
後
悔
は
こ
れ
か
ら
の

サ
ッ
カ
ー
人
生
に
繋
げ
て
い
け
る
よ
う

や
っ
て
い
き
た
い
と
思
う
」

　

帰
国
後
の
記
者
会
見
で
長
谷
部
誠
は

こ
う
語
っ
た
。
こ
の
言
葉
は
私
の
こ
の

夏
の
言
葉
と
し
て
記
憶
に
残
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　

九
十
九
％
の
成
功
体
験
よ
り
一
％
の

後
悔
に
つ
な
が
る
喪
失
感
を
か
か
え

て
、
彼
は
こ
れ
か
ら
の
サ
ッ
カ
ー
人
生

に
踏
み
出
す
と
い
う
。　
　
　
　
　
　

　
「
…
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
が
あ
っ
た
中
で

覚
悟
を
持
っ
て
決
断
し
た
こ
と
な
の
で
、

今
は
本
当
に
や
り
切
っ
た
っ
て
い
う
感
覚

は
あ
り
ま
す
」

　

謙
虚
な
人
柄
を
に
じ
ま
せ
な
が
ら
、
こ

う
言
い
切
っ
た
ま
っ
す
ぐ
な
視
線
が
私
の

胸
を
打
っ
た
。

　
「
一
％
の
後
悔
」
は
、
人
を
人
ら
し
く

強
く
す
る
苦
い
水
だ
。

　

蟻
の
道　

雲
の
峰
よ
り
つ
づ
き
け
ん

�

小
林　

一
茶　

　

競
争
原
理
に
支
配
さ
れ
た
冷
徹
な
競
技

市
場
で
は
、
彼
に
は
甘
い
誘
惑
な
ど
一
顧

だ
に
値
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
ん
な

修
羅
場
を
駆
け
抜
け
て
い
る
と
、
ふ
っ
と

一
匹
の
蟻
に
な
っ
た
自
分
が
見
え
る
。
そ

し
て
、
緑
の
芝
生
の
果
て
に
真
っ
白
な
夏

の
雲
が
そ
び
え
て
い
る
。
そ
れ
を
目
指
し

て
ゆ
く
に
は
、
高
く
遠
い
こ
と
は
百
も
承

知
だ
が
黒
い
小
さ
な
蟻
に
も
夏
は
一
度
し

か
な
い
。

　

私
が
こ
の
大
き
な
風
景
を
長
谷
部
誠
と

共
有
す
る
こ
と
は
、
単
に
雲
の
峰
に
目
を

そ
ら
し
て
自
分
の
感
傷
を
そ
ば
か
ら
見
て

い
る
に
す
ぎ
な
い
。
む
し
ろ
大
き
す
ぎ
る

長
谷
部
　
誠
の
記
憶

風
景
に
籠
絡
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
も

良
い
。
…
…
ち
ょ
う
ど
テ
レ
ビ
の
画
面

の
中
で
し
か
彼
を
知
ら
な
い
よ
う
に
。

　

た
だ
、
彼
の
試
合
中
の
ち
ょ
っ
と
し

た
立
ち
姿
や
、
何
人
も
の
監
督
た
ち

に
仕
え
て
き
た
と
い
う
経
歴
、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
に
答
え
る
言
葉
の
は
し
ば
し
に

は
心
を
動
か
さ
れ
て
き
た
こ
と
も
事
実

だ
。

　

こ
の
頃
の
蕣
ア
サ
ガ
オ　

藍
に
定
ま
り
ぬ

�

正
岡　

子
規　

　

夏
を
迎
え
、
丹
精
の
証
し
に
ア
サ
ガ

オ
が
次
々
と
咲
い
て
く
れ
る
。
一
つ
二

つ
と
蕾
を
数
え
て
い
た
こ
ろ
は
花
の
色

も
そ
れ
ぞ
れ
、
そ
の
微
妙
な
風
合
い
を

楽
し
ん
で
い
た
。
そ
の
う
ち
日
々
、
当

た
り
前
の
よ
う
に
し
ぼ
ん
だ
花
を
摘
ん

で
い
る
う
ち
に
群
青
色
の
花
ば
か
り
に

な
っ
て
い
る
の
に
気
づ
く
。
そ
し
て
、

い
つ
し
か
長
い
夏
も
ど
こ
か
遠
ざ
か
っ

て
ゆ
く
気
配
。

　

定
ま
っ
た
も
の
は
平
凡
に
す
ぎ
る
。

最
初
の
感
動
を
忘
れ
か
け
て
、
見
え
な

く
な
る
の
は
肝
心
の
花
の
色
だ
。

　

ベ
ル
ギ
ー
戦
に
負
け
て
、
も
う
ロ
シ

ア
で
あ
の
サ
ム
ラ
イ
ブ
ル
ー
の
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
が
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
こ
と

と
、
終
わ
っ
た
ん
だ
と
い
う
思
い
が
つ

な
が
っ
た
と
き
、
や
は
り
私
は
無
性
に

さ
び
し
か
っ
た
。

　

広
い
競
技
場
の
息
詰
ま
る
試
合
時
間

（夏）

あ
っ
た
か
歳
時
記

上
　
野
　
　
都

の
あ
い
だ
、
群
れ
た
り
散
っ
た
り
し
な

が
ら
、
走
り
回
る
青
い
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

の
選
手
た
ち
は
、
わ
ず
か
な
あ
い
だ
に

私
の
見
慣
れ
た
日
常
に
な
り
か
け
て
い

た
。
な
ん
と
い
う
事
だ
ろ
う
。
奇
跡
に

等
し
い
と
知
り
な
が
ら
勝
っ
て
当
た
り

前
、
な
ど
と
頭
を
か
す
め
た
こ
と
が
テ

レ
ビ
の
こ
ち
ら
側
の
油
断
で
あ
っ
た
。

今
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
の
胸
の
八
咫(

や

た)

烏(

が
ら
す)

の
エ
ン
ブ
レ
ム

は
、
一
九
八
〇
年
代
半
ば
に
日
の
丸
の

か
わ
り
に
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

と
い
う
。
何
か
と
い
え
ば
赤
と
白
が
基

調
で
あ
っ
た
日
本
の
ユ
ニ
フ
オ
ー
ム
。

元
祖
の
日
の
丸
は
そ
れ
と
し
て
、
勝
ち

に
ゆ
く
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
醸
し
出
す

こ
の
よ
う
な
神
話
上
の
鳥
を
胸
に
、
長

谷
部
誠
は
人
生
の
半
分
を
生
き
て
き

た
。
そ
し
て
観
客
は
我
が
ま
ま
で
気
難

し
い
。
当
た
り
前
と
い
う
平
凡
に
埋
没

し
て
、
お
の
れ
の
油
断
を
選
手
た
ち
の

せ
い
に
す
る
。
私
も
そ
う
だ
。

　

し
か
し
、
誰
も
が
憧
れ
る
経
歴
を
持

ち
な
が
ら
、「
一
％
の
後
悔
」
を
抱
え

て
ゆ
く
と
い
う
長
谷
部
誠
へ
の
私
の
共

感
は
、
二
〇
一
八
年
の
夏
の
記
憶
を
小

さ
な
引
出
し
に
し
ま
っ
て
く
れ
た
。
僕

が
い
な
い
こ
と
に
慣
れ
る
な
よ
、
と
い

う
彼
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
と
も
に
。

註
）�

文
中
の
数
字
は
“
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
”

　
　
「
サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
」
か
ら
引
用
。
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ひ
と
り
親
家
庭
支
援
の
現
場
か
ら
（
第
２
回
目
）

�

西　

町　

成　

美
（
仮
名
）

　

今
回
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
う
ち
「
母
子

家
庭
」「
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
」
に
比
べ
る
と

取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
い
よ
う
な

「
父
子
家
庭
」
に
つ
い
て
お
話
を
さ
せ
て
い

た
だ
こ
う
と
思
い
ま
す
。

ひ
と
り
親
家
庭
と
は

　

前
回
、
ひ
と
り
親
家
庭
に
つ
い
て
改
め
て

説
明
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
お
お
ざ
っ

ぱ
に
言
う
と
「
ひ
と
り
親
家
庭
」
と
は
「
母

子
家
庭
」「
父
子
家
庭
」
の
こ
と
を
言
い
ま

す
。
皆
さ
ん
が
思
わ
れ
て
い
る
と
お
り
だ
と

思
い
ま
す
。ち
な
み
に
法
律
で
は「
子
」と
は
、

満
20
歳
で
未
婚
の
こ
ど
も
を
指
し
ま
す
。
ち

な
み
に
、
20
歳
以
上
の
こ
ど
も
が
い
る
「
母

子
家
庭
」
の
母
は
「
寡
婦
」
と
な
り
ま
す
。

　

ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
支
援
法
で
あ
る
「
母

子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
」
や
各
制

度
で
は
、
こ
の
あ
た
り
少
し
区
別
を
し
て
い

て「
母
子
家
庭
」「
父
子
家
庭
」の
こ
と
を「
ひ

と
り
親
家
庭
」「
母
子
家
庭
等
」
な
ど
と
言

い
ま
す
が
、
こ
こ
に
寡
婦
が
加
わ
る
と
「
ひ

と
り
親
家
庭
等
」「
母
子
家
庭
等
お
よ
び
寡

婦
」
と
言
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
に

お
け
る
「
父
子
家
庭
」

　

繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、
ひ
と
り
親
家

庭
支
援
に
関
す
る
法
律
と
し
て
は
「
母
子
及

び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
」が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
法
律
は
、
も
と
も
と
「
母
子
及
び
寡

婦
福
祉
法
」
と
い
う
名
称
で
し
た
が
、
平
成

26
年
に
法
が
改
正
さ
れ
、
今
の
名
称
に
な
り

ま
し
た
。

　
「
父
子
」の
名
称
が
な
か
っ
た
か
ら
と
い
っ

て
、
こ
れ
ま
で
父
子
家
庭
へ
の
支
援
が
な

か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
こ
の
改
正
で
父
子
家
庭
も
母
子
家
庭

も
同
じ
支
援
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。（
余
談
で
す
が
、前
回
お
話
し
た
「
母

子
・
父
子
自
立
支
援
員
」
の
名
称
も
改
正
前

は
「
母
子
自
立
支
援
員
」
で
し
た
。）

　

こ
の
改
正
で
注
目
す
る
点
は
、「
父
子
福

祉
資
金
貸
付
金
制
度
」
が
創
設
さ
れ
、
経
済

的
に
不
安
定
な
父
子
家
庭
を
支
援
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。

　

不
況
な
ど
で
か
な
り
そ
の
よ
う
な
イ
メ
ー

ジ
は
な
く
な
っ
た
と
は
い
え
、
一
般
的
に
は

「
父
」
＝
一
家
の
主
な
稼
ぎ
手
、
経
済
的
に

安
定
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
改
正
前
ま
で
は
、

父
子
家
庭
へ
の
支
援
は
不
十
分
だ
っ
た
の
だ

ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

母
子
家
庭
の
母
に
お
い
て
は
、
パ
ー
ト
や

ダ
ブ
ル
ワ
ー
ク
な
ど
不
安
定
な
就
業
が
課
題

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
父
に
と
っ
て
も
リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
な
ど
で
不
況
、
リ
ス
ト
ラ
、

そ
れ
に
伴
う
非
正
規
雇
用
な
ど
不
安
定
な
状

況
が
取
り
巻
い
て
い
ま
す
。

調
査
か
ら
見
え
る
父
子
家
庭

　

国
で
は
、
全
国
の
母
子
世
帯
と
父
子
世

帯
、
お
よ
び
父
母
と
も
に
い
な
い
子
が
祖
父

母
な
ど
に
養
育
さ
れ
て
い
る
養
育
者
世
帯
の

実
態
を
把
握
し
、
福
祉
対
策
の
充
実
を
図
る

た
め
の
基
礎
資
料
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
お
お
む
ね
５
年
ご
と
に
「
全
国
ひ
と
り

親
世
帯
等
調
査
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ひ

と
り
親
家
庭
の
国
勢
調
査
の
よ
う
な
も
の
で

し
ょ
う
か
。
直
近
で
は
、
平
成
28
年
度
に
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
調
査
結
果
を
見
な
が

ら
、
母
子
家
庭
と
父
子
家
庭
と
の
調
査
結
果

の
違
い
等
気
に
な
る
点
を
い
く
つ
か
挙
げ
て

み
ま
し
た
。
ち
な
み
に
、国
勢
調
査
と
違
い
、

全
国
の
ひ
と
り
親
世
帯
を
対
象
に
し
た
調
査

で
は
な
く
、
予
め
設
定
さ
れ
た
調
査
対
象
区

域
に
お
け
る
ひ
と
り
親
家
庭
の
調
査
で
あ
る

た
め
、
こ
の
調
査
結
果
が
ひ
と
り
親
家
庭
の

現
状
を
示
し
て
い
る
と
は
言
い
切
れ
ま
せ
ん

が
、
一
定
の
現
状
が
わ
か
る
と
思
い
ま
す
。

　

最
初
に
家
族
構
成
で
す
。
子
ど
も
か
ら
見

て
祖
父
母
、
母
父
か
ら
見
て
親
と
同
居
す
る
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母
子
家
庭
は
、
27
・
7
％
に
対
し
て
父
子
家

庭
で
は
44
・
2
％
に
の
ぼ
り
ま
す
。
こ
の
父

子
家
庭
の
割
合
の
高
さ
は
、
家
事
や
保
育
園

へ
の
送
り
迎
え
な
ど
ひ
と
り
親
家
庭
に
な
る

前
ま
で
は
行
っ
て
い
な
か
っ
た
だ
ろ
う
日
常

生
活
の
負
担
感
か
ら
来
る
も
の
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
の
負
担
を
減
ら
す
た
め
、
親
と
同
居

す
る
と
い
う
選
択
を
し
た
り
、
ま
た
は
元
々

親
と
同
居
し
て
い
た
た
め
だ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。
私
個
人
的
に
は
、
母
子
家
庭
の
同
居
率

の
低
さ
に
驚
き
ま
し
た
。
女
性
は
、
結
婚
等

で
実
家
か
ら
離
れ
て
い
る
こ
と
が
そ
の
原
因

な
の
か
と
考
え
ま
し
た
。

　

次
に
就
業
状
況
で
す
。
現
在
就
業
し
て
い

る
割
合
は
、
父
子
家
庭
85
・
4
％
、
母
子
家

庭
81
・
8
％
で
し
た
。

　

本
調
査
で
は
、
ひ
と
り
親
に
な
る
前
の
就

業
に
つ
い
て
も
調
査
し
て
お
り
、
父
子
家
庭

95
・
8
％
、
母
子
家
庭
75
・
8
％
で
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
現
在
の
割
合
と
の
差
は
、
父
子
家

庭
が
10
・
4
ポ
イ
ン
ト
の
減
少
、
母
子
家
庭

が
6
ポ
イ
ン
ト
増
加
で
し
た
。

　

母
子
家
庭
の
増
加
は
、
こ
れ
ま
で
専
業
主

婦
等
で
就
業
し
て
い
な
か
っ
た
母
が
、
生
計

の
た
め
就
業
の
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ

れ
は
そ
う
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
父
子
家
庭
は
逆
に
ひ
と
り
親
家

庭
に
な
っ
て
か
ら
の
就
業
率
の
ほ
う
が
減
少

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
何
故
な
ん
で
し
ょ
う

か
。
ま
た
、
正
規
雇
用
の
割
合
も
現
在
の
ほ

う
が
、
ひ
と
り
親
に
な
る
前
よ
り
も
3
・
7

ポ
イ
ン
ト
減
少
し
て
い
ま
す
。結
果
を
見
て
、

ど
う
考
え
た
ら
い
い
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

生
計
の
た
め
に
就
業
が
必
要
な
の
は
母
・

父
と
も
同
じ
こ
と
だ
と
思
う
の
で
す
が
。

現
場
か
ら
見
え
る
父
子
家
庭

　

母
子
父
子
自
立
支
援
員
が
受
け
る
相
談
で

は
、
少
な
い
な
が
ら
も
父
子
家
庭
か
ら
の
相

談
も
あ
り
ま
す
。

相
談
内
容
は
、
母
子
家
庭
が
経
済
的
な
課
題

へ
の
相
談
が
多
い
の
に
比
べ
て
、
父
子
家
庭

は
日
常
生
活
へ
の
不
安
に
つ
い
て
の
相
談
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

先
日
受
け
た
父
子
家
庭
の
相
談
で
は
、「
終

業
時
間
と
通
勤
時
間
の
関
係
な
ど
で
保
育
園

の
お
迎
え
時
間
に
間
に
合
わ
ず
困
っ
て
い

る
。
何
か
支
援
は
な
い
か
。」
と
い
う
も
の

が
あ
り
ま
し
た
。
母
子
父
子
自
立
支
援
員
が

相
談
を
受
け
て
い
く
中
で
、「
実
は
、
食
事

の
準
備
も
大
変
で
…
。」
と
日
常
生
活
へ
の

不
安
を
聞
き
だ
し
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
相

談
に
対
し
て
は
、
家
庭
生
活
支
援
員
を
派
遣

し
て
、
保
育
・
食
事
の
世
話
等
の
日
常
生
活

を
手
助
け
す
る
支
援
事
業
に
つ
な
げ
て
い
ま

す
。

　

家
族
で
な
い
人
が
、
あ
る
意
味
家
庭
に
入

る
形
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
抵
抗
感
が
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
家
庭
生
活
支
援
員

は
子
育
て
経
験
が
あ
る
等
専
門
的
な
知
識
を

持
っ
て
い
る
人
な
の
で
、
こ
れ
ま
で
子
育

て
や
家
事
に
中
心
的
な
役
割
を
負
っ
て
こ
な

か
っ
た
（
と
思
わ
れ
る
）
父
に
と
っ
て
は
、

良
き
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
も
な
っ
て
い
る
よ
う

で
す
。

　

ま
た
、
別
の
父
子
家
庭
は
、
ひ
と
り
親
に

な
っ
て
か
ら
転
職
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た

事
情
が
あ
り
、
就
職
活
動
を
し
な
が
ら
家
事

や
子
ど
も
の
世
話
を
す
る
こ
と
に
限
界
を
感

じ
、相
談
に
来
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
父
親
は
、

就
職
も
で
き
て
、
就
職
先
の
理
解
も
あ
り
就

業
時
間
の
時
短
制
度
と
こ
の
支
援
事
業
と
を

う
ま
く
組
み
合
わ
せ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
理
解
の
あ
る
会
社
は
本
当
に

稀
だ
と
思
い
ま
す
。
前
に
述
べ
た
よ
う
に
、

ひ
と
り
親
に
な
っ
て
か
ら
の
父
の
就
業
率
が

減
少
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
就
職
も
日
常

生
活
も
不
安
定
な
父
子
家
庭
が
少
な
く
な
い

と
思
う
の
で
す
。

　

特
に
日
常
生
活
面
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
妻
に
任
せ
て
い
て
、
慣
れ
て
い
な
い
こ
と

が
多
い
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
市
職
員
も
、

も
っ
と
周
知
活
動
に
努
め
て
、
広
め
て
い
く

べ
き
支
援
の
ひ
と
つ
だ
と
痛
感
し
て
い
ま

す
。

 　

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
っ
た
か
サ

ポ
ー
ト
は
、
龍
谷
大
学
と
の
間
で
地
域

活
動
を
推
進
す
る
公
共
人
材
を
育
成
す

る
た
め
に
、
3
年
ご
と
に
両
者
と
の
間

で
協
定
を
締
結
し
、
当
法
人
か
ら
毎
年

一
人
の
社
会
人
が
同
大
学
院
の
修
士
課

程
で
学
ん
で
い
ま
す
。

　

龍
谷
大
学
の
大
学
院
で
労
働
と
社
会

保
障
に
つ
い
て
1
年
間
学
び
修
士
論
文

を
提
出
す
る
こ
と
で
学
位
が
取
得
で
き

ま
す
。

　

学
ぶ
意
欲
の
あ
る
正
会
員
を
澤
井
理

事
長
が
推
薦
し
て
い
ま
す
。

　

ご
希
望
の
あ
る
方
は
、
法
人
事
務
局

ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

龍
谷
大
学
法
学
研
究
科
で

学
び
ま
せ
ん
か
！
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夏
の
厄
介
者

マ
ム
シ

　

メ
グ
ス
リ
ノ
キ
の
比
較
的
小
さ
い
苗

木
が
育
つ
畑
。
周
囲
は
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ

の
侵
入
を
防
ぐ
ネ
ッ
ト
で
守
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
中
で
草
む
し
り
を
し
て
い
た
時

の
こ
と
だ
。

　

繁
茂
し
た
草
の
陰
、
目
の
前
で
何
か
が

ズ
ル
ッ
と
動
い
た
。
ハ
ッ
と
見
る
と
、
マ

ム
シ
。
太
く
土
色
で
、
頭
は
ネ
ッ
ト
に
隠

れ
た
ま
ま
。
じ
っ
と
動
か
な
い
。
こ
ち
ら

も
動
か
ず
、
数
秒
…
…
。

　
「
お
春
さ
ん
、
マ
ム
シ
だ
。
で
か
い
石

持
っ
て
き
て
」

　

首
か
腹
か
、
そ
の
あ
た
り
を
ス
コ
ッ
プ

で
グ
サ
リ
。
大
き
く
口
を
開
け
、
牙
を
向

け
て
い
る
。
鎌
首
を
石
で
や
っ
つ
け
て
、

ど
っ
と
汗
を
か
い
た
。
ま
さ
か
、
こ
の
中

に
マ
ム
シ
と
は
…
…
。
お
春
さ
ん
も
、
し

ば
し
動
揺
を
隠
せ
な
い
。

　

こ
こ
は
里
山
。
タ
ヌ
キ
や
イ
タ
チ
も
い

連
載

栃
木
か
ら
の
便
り

木
洩
れ
日
（
８
）�

柏
　
倉
　
　
裕

る
。
ア
オ
ダ
イ
シ
ョ
ウ
も
ヤ
マ
カ
ガ
シ
も
。

ヘ
ビ
に
出
く
わ
す
と
ド
キ
リ
と
す
る
。
で
も

人
が
近
づ
け
ば
、
大
抵
は
向
こ
う
が
逃
げ
て

い
く
。

　

だ
が
、
マ
ム
シ
だ
け
は
い
け
な
い
。
逃
げ

ず
に
じ
っ
と
そ
こ
に
い
る
。
い
る
こ
と
を
知

ら
ず
に
、
う
っ
か
り
踏
ん
だ
り
す
る
と
咬
ま

れ
る
。
マ
ム
シ
に
咬
ま
れ
て
ひ
ど
い
目
に

あ
っ
た
話
を
聞
く
と
、
他
人
事
で
は
済
ま
さ

れ
な
い
。
だ
か
ら
出
く
わ
せ
ば
、
や
っ
つ
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

で
も
、
よ
く
考
え
て
み
る
と
マ
ム
シ
も
可

哀
そ
う
か
。
毒
ヘ
ビ
に
生
ま
れ
た
ば
っ
か
り

に
、
見
つ
か
る
と
や
ら
れ
て
し
ま
う
。
こ
の

辺
り
じ
ゃ
皮
を
剥
か
れ
、
焼
い
て
食
わ
れ
て

し
ま
う
。

　

つ
ー
ち
ゃ
ん
に
よ
れ
ば
、太
い
の
は
雌
で
、

雄
は
雌
よ
り
細
く
長
い
ら
し
い
。
と
い
う
こ

と
は
、
あ
れ
は
雌
だ
っ
た
か
。

　

マ
ム
シ
の
行
動
範
囲
は
意
外
と
狭
く
、
毎

年
同
じ
と
こ
ろ
に
い
る
こ
と
が
多
い
の
で

要
注
意
。
と
い
う
わ
け
で
、
夏
の
厄
介
者
そ

の
一
。

ス
ズ
メ
バ
チ

　

初
夏
、
木
洩
れ
日
の
中
で
弁
当
を
広
げ
て

い
る
と
、
ブ
ゥ
ー
ン
と
不
気
味
な
羽
音
を
立

て
な
が
ら
目
の
前
を
突
っ
切
っ
て
い
く
も
の

が
あ
る
。
数
分
後
、
そ
れ
は
ま
た
飛
ん
で
き

て
同
じ
こ
と
を
繰
り
返
す
。

　

そ
の
う
ち
今
度
は
こ
ち
ら
を
伺
う
よ
う

に
、
近
く
を
し
ば
ら
く
旋
回
し
、
ま
た
去
っ

て
い
く
。
一
匹
の
、
赤
く
大
き
な
ス
ズ
メ
バ

チ
。
お
そ
ら
く
女
王
バ
チ
だ
ろ
う
。
営
巣
の

適
所
を
探
し
て
い
る
。
大
人
し
く
し
て
い
れ

ば
、
刺
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
た
だ
、
こ
ん

な
近
く
に
巣
を
作
っ
て
く
れ
る
な
よ
と
願
う

ば
か
り
。

　

一
度
だ
け
、
刺
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
林

道
を
塞
い
で
い
た
枝
を
刈
り
払
っ
て
い
た
時

の
こ
と
。
突
然
、
額
に
バ
チ
ン
と
き
た
。
小

石
が
飛
ん
で
き
て
当
た
っ
た
よ
う
な
衝
撃

だ
っ
た
。
幸
い
、
そ
れ
だ
け
で
済
ん
だ
が
、

群
れ
で
襲
わ
れ
た
ら
ひ
と
た
ま
り
も
な
か
っ

た
。
あ
れ
以
来
、
そ
こ
に
は
絶
対
近
寄
ら
な

い
こ
と
に
し
て
い
る
。

　

雨
が
少
な
い
と
、
ハ
チ
は
低
い
場
所
に
巣

を
作
る
と
い
う
。
今
年
は
二
度
、
危
な
い
目

に
あ
っ
た
。
草
刈
り
の
最
中
、
気
付
か
ず
に

巣
を
喝
破
い
て
し
ま
っ
た
。
も
あ
ー
ん
と
飛

び
出
す
ハ
チ
の
群
れ
。
草
刈
り
機
を
放
り
出

し
、
一
目
散
に
逃
げ
た
。
ス
ズ
メ
バ
チ
で

な
く
、
ア
シ
ナ
ガ
バ
チ
だ
っ
た
の
が
幸
い

し
た
。
ア
シ
ナ
ガ
バ
チ
は
飛
び
回
る
の
が

遅
い
。
ス
ズ
メ
バ
チ
は
一
日100

㎞
を
飛

ぶ
と
い
う
。

　

高
い
所
に
巣
を
作
る
の
は
問
題
な
い

が
、
倒
木
や
枯
れ
た
株
の
中
に
作
ら
れ
る

の
が
怖
い
。
気
付
か
ず
に
接
触
す
る
危
険

が
あ
る
か
ら
だ
。
と
は
い
え
、
注
意
し
て

い
れ
ば
滅
多
に
刺
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

巣
が
あ
る
辺
り
を
分
か
っ
て
い
れ
ば
い

い
の
だ
。

　
「
ぼ
っ
と
か
す
っ
と
刺
さ
れ
っ
か
ら
気

を
つ
け
な
」
と
、
つ
ー
ち
ゃ
ん
。
ぼ
っ
と

か
す
っ
と
、は
こ
の
辺
の
方
言
で「
ひ
ょ
っ

と
す
る
と
、
う
か
つ
に
し
て
い
る
と
」
の

ニ
ュ
ア
ン
ス
。
や
は
り
人
間
、
ぼ
ー
っ
と

し
て
い
て
は
い
け
な
い
の
で
あ
る
。 スズメバチの巣
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外国人雇用と共生社会を考える 
～外国人労働者の受入れと多様な仲間とはたらくヒント〜 

  

国内の雇用市場において人手不足に悩む企業が少なくないなか、６月初めの経済財政諮問会議の外国人

労働者拡大のための政策提案もあり、外国人労働者への関心が一層高まっています。 

しかし、日本では、就労制限を受けない永住者などを除き、外国人の

一般労働者の受入れは法律上認められていません。法的には一体どのよ

うな枠組みで外国人雇用が進められているのでしょうか。 

また、外国人労働者を受け入れる職場や地域では、どのような多文

化共生が求められるのでしょうか。 

外国人雇用の基礎から、多文化共生まで、３回シリーズで学びます。

たくさんの方のご参加をお待ちしております！ 

 

 １．入国管理制度と外国人就労 
現在、外国人が日本で就労するためにはどのような方法があるのでしょうか。外国人就労の仕組み

について入国管理制度を中心に概観します。 

日時:2018 年９月８日（土）14:30～16:30（14:00 開場） 
講師:行政書士 山田啓子さん（姫田・山田行政書士事務所）※裏面参照 

  ２．技能実習生制度など最近の制度の仕組み 
国際貢献や経済連携の名のもとに、多数の外国人労働者の受入れが進んでいます。最近の制度の仕

組みと課題、活用のポイントについて解説いただきます。 

日時:2018 年９月 25 日（火）18:15～20:15（18:00 開場） 
講師:行政書士 姫田格さん（姫田・山田行政書士事務所）※裏面参照 

  ３．地域や職場における外国人労働者との共生を考える 
外国人労働者との共生について、過去事例や相談例などから学び、地域や職場における受入れのあ

り方を考えます。 

日時:2018 年９月 29 日（土）14:30～16:30（14:00 開場） 
講師:ＲＩＮＫ事務局⾧ 早崎直美さん ※裏面参照 

  
会 場: 京都弁護士会館 ３階大会議室（京都市中京区富小路通丸太町下ル） 

注：正面玄関が空いていない場合は、裏側の入口のインターホンを押してください 

定 員: 
参加費: 

各６０名（先着順）   
当会正会員 各 1,000 円（全回事前申込の場合は 2,000 円） 
上記以外  各 1,500 円（全回事前申込の場合は 3,000 円） 

 
【主 催】 

 

 

開
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寄
稿
「
弁
護
士
の
立
場
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
に
期
待
す
る
こ
と
」（
３
）

　

― 
そ
の
２
「
あ
っ
た
か
企
業
」
を
生
み
出
し
、
支
え
る
活
動
を

弁
護
士
　
古 

家 

野
　
晶
　
子

は
じ
め
に

　

先
々
号
で
「
弁
護
士
の
立
場
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
の
活
動
に
期
待
す
る
こ
と
」
と
し
て
、

次
の
３
つ
の
提
案
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

①�

目
指
す
べ
き
「
あ
っ
た
か
社
会
」
の
具

体
化
を

　

②�

「
あ
っ
た
か
企
業
」
を
生
み
出
し
、
支

え
る
活
動
を

　

③�

「
あ
っ
た
か
未
来
」
の
た
め
に
子
ど
も

た
ち
を
支
え
る
活
動
を

　

前
号
で
は
上
記
①
を
取
り
上
げ
、
目
指
す

べ
き
「
あ
っ
た
か
社
会
」
の
具
体
化
と
イ
ラ

ス
ト
を
用
い
た
表
現
を
試
み
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
提
案
は
、
６
月
の
総
会
で
早
速

採
用
い
た
だ
き
、「
共
生
」
の
思
想
に
つ
い

て
定
款
第
３
条
に
明
記
さ
れ
た
ほ
か
、
あ
っ

た
か
サ
ポ
ー
ト
の
諸
活
動
を
、「
あ
っ
た
か

社
会
」
実
現
に
向
け
た
、「
あ
っ
た
か
人
生
」

つ
く
り
・「
あ
っ
た
か
企
業
」つ
く
り
・「
あ
っ

た
か
未
来
」
つ
く
り
と
い
う
３
つ
の
切
り
口

の
も
と
に
位
置
づ
け
、
展
開
し
て
い
く
こ
と

が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

今
号
で
は
、上
記
②
の
「
あ
っ
た
か
企
業
」

つ
く
り
を
取
り
上
げ
ま
す
。

「
あ
っ
た
か
企
業
」
と
は

　
「
あ
っ
た
か
企
業
」
と
は
ど
の
よ
う
に
定

義
す
べ
き
で
し
ょ
う
か
。

　

前
号
に
お
け
る
「
あ
っ
た
か
社
会
」
の
具

体
化
に
お
け
る
考
察
と
同
様
に
、
や
は
り
そ

こ
に
い
る
「
人
」
を
中
心
に
お
い
て
考
え
る

べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

　
「
企
業
」
と
い
う
の
は
、
人
と
関
係
の
集

ま
り
で
す
。
内
外
を
問
わ
ず
、
そ
こ
に
集
う

様
々
な
人
々
の
関
係
に
お
い
て
「
あ
っ
た
か

人
生
」
が
ど
ん
ど
ん
生
ま
れ
、
補
強
さ
れ
て

い
く
よ
う
な
企
業
は
、
真
に
「
あ
っ
た
か
企

業
」
と
呼
べ
る
で
し
ょ
う
。

　

現
代
で
は
、
私
た
ち
の
生
産
活
動
は
企
業

単
位
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
世

に
生
ま
れ
、
育
ち
、
や
が
て
大
人
に
な
り
、

老
い
て
、
死
ん
で
い
く
と
い
う
私
た
ち
の
人

生
に
お
い
て
、「
は
た
ら
く
」
こ
と
は
重
要

な
部
分
を
占
め
ま
す
。「
は
た
ら
く
」
こ
と

を
通
じ
て
、
人
と
つ
な
が
り
、
役
割
を
果
た

す
実
感
を
得
る
こ
と
が
、
物
心
両
面
の
自
立

と
充
足
を
も
た
ら
し
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
人

生
を
形
づ
く
っ
て
い
く
か
ら
で
す
。

　

事
業
活
動
を
通
じ
て
そ
の
内
外
に
「
あ
っ

た
か
人
生
」
が
次
々
生
み
出
さ
れ
る
よ
う
な

企
業
が
増
え
れ
ば
、「
あ
っ
た
か
社
会
」
実
現

の
近
道
に
な
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

「
慈
悲
の
心
」
の
実
践

　

そ
う
し
た
企
業
は
ど
の
よ
う
に
し
て
生
ま

れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

最
も
重
要
な
こ
と
は
、「
あ
っ
た
か
リ
ー

ダ
ー
」
が
存
在
す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
“
人
使
い
の
名
人
”
と
言
わ
れ
た
松
下
幸

之
助
さ
ん
は
、
企
業
経
営
に
も
、
人
を
使
う

に
も
、
人
々
の
幸
せ
を
願
う
「
慈
悲
の
心
」

が
大
切
と
説
か
れ
て
い
ま
す
（
松
下
幸
之
助

『
事
業
は
人
な
り
』
５
４
頁
以
下
）。

　

そ
も
そ
も
、
商
売
な
り
事
業
が
成
り
立
つ

の
は
、
社
会
つ
ま
り
は
人
々
の
役
に
立
つ
か

ら
で
あ
り
、
企
業
は
人
々
の
生
活
を
向
上
さ

せ
、
社
会
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
に
こ
そ
存
在

意
義
が
あ
り
ま
す
。
だ
と
す
れ
ば
、
企
業
活

動
は
「
慈
悲
の
心
」
の
実
践
と
も
い
う
べ
き

も
の
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
衝
に
あ
た

る
経
営
者
は
「
慈
悲
の
心
」
を
強
く
持
つ
こ

と
が
要
求
さ
れ
ま
す
。

　

同
時
に
そ
う
し
た
企
業
の
使
命
を
遂
行
し

て
い
く
た
め
に
人
を
使
う
と
な
れ
ば
、
そ
の

人
々
自
身
も
そ
の
仕
事
を
通
じ
て
、
物
心
と

も
に
豊
か
に
な
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。そ
う
い
う
面
か
ら
も
、

経
営
者
や
責
任
者
に
は
、
社
員
や
部
下
の
幸

せ
を
願
い
、
い
つ
く
し
ん
で
い
く
「
慈
悲
の

心
」
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
慈
悲
の
心
を

持
た
ず
に
、
理
論
や
テ
ク
ニ
ッ
ク
だ
け
で
人

を
使
お
う
と
し
て
も
、
人
々
は
ほ
ん
と
う
に

心
か
ら
喜
ん
で
仕
事
を
し
な
い
だ
ろ
う
、
と

松
下
幸
之
助
さ
ん
は
述
べ
て
い
ま
す
。

　

当
会
が
大
切
に
す
る
「
あ
っ
た
か
」
精
神

も
、
こ
う
し
た
「
慈
悲
の
心
」
の
こ
と
な
の

だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

企
業
の
よ
う
に
一
定
の
目
的
を
も
っ
た
人

の
集
ま
り
に
お
い
て
、
リ
ー
ダ
ー
の
影
響
力
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は
大
で
す
。「
慈
悲
の
心
」
を
重
視
し
て
企

業
運
営
す
る
リ
ー
ダ
ー
の
も
と
で
は
、
あ
っ

た
か
人
生
が
次
々
生
ま
れ
て
い
く
で
し
ょ

う
。
ま
た
、
そ
の
事
業
も
社
会
か
ら
必
要
と

さ
れ
、
企
業
と
し
て
発
展
し
て
い
く
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

「
あ
っ
た
か
企
業
」
を
つ
く
る
た
め
に

　

し
か
し
、
近
年
、
仕
事
や
職
業
生
活
に
関

す
る
強
い
不
安
、
悩
み
、
ス
ト
レ
ス
を
感
じ

る
は
た
ら
く
人
の
割
合
が
高
く
な
り
、
業
務

に
よ
る
心
理
的
負
荷
を
原
因
と
し
て
精
神
障

害
を
発
症
し
た
り
、
自
殺
し
た
と
し
て
労
災

認
定
が
な
さ
れ
る
事
案
も
増
え
て
い
ま
す
。

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
の
原
因
と
な
る
「
職

場
の
い
じ
め
・
嫌
が
ら
せ
」
の
相
談
件
数
も

増
え
続
け
て
い
ま
す
。

　
「
あ
っ
た
か
企
業
」
で
あ
り
た
い
と
願
っ

て
も
、
実
際
に
実
現
す
る
の
は
簡
単
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
あ
っ
た
か
リ
ー
ダ
ー
が
存
在

し
、「
あ
っ
た
か
企
業
」
と
な
っ
た
職
場
も
、

一
夜
に
し
て
生
ま
れ
た
の
で
は
な
く
、
そ
う

し
た
リ
ー
ダ
ー
を
生
み
出
し
た
背
景
や
リ
ー

ダ
ー
に
共
鳴
し
た
多
く
の
人
の
支
え
が
あ
っ

て
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

今
現
在
、「
あ
っ
た
か
企
業
」
と
は
程
遠

い
職
場
で
あ
っ
て
も
、「
慈
悲
の
心
」
を
大

切
に
し
た
企
業
運
営
が
将
来
に
わ
た
っ
て
実

現
し
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ど
れ
だ
け
道
の
り
が
遠
く
思
え
て
も
、
そ
れ

を
目
指
す
こ
と
を
あ
き
ら
め
な
い
で
様
々
な

取
り
組
み
を
進
め
る
う
ち
に
、
徐
々
に
課
題

が
解
決
さ
れ
、「
あ
っ
た
か
企
業
」
に
近
づ

い
て
い
く
例
は
た
く
さ
ん
存
在
す
る
と
思
い

ま
す
。

　

そ
の
と
き
に
重
要
な
の
は
、
各
自
が
そ

れ
ぞ
れ
の
持
ち
場
で
主
体
的
に
か
か
わ
り
、

様
々
な
創
意
工
夫
と
対
話
を
重
ね
て
い
く
こ

と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

あ
っ
た
か
サ
ポ
ー
ト
が
で
き
る
こ
と

　

こ
う
し
た
「
あ
っ
た
か
企
業
」
つ
く
り
と

い
う
、
い
わ
ば
永
遠
の
課
題
に
対
し
て
、
あ
っ

た
か
サ
ポ
ー
ト
は
何
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。

　

あ
っ
た
か
サ
ポ
ー
ト
の
特
徴
・
強
み
と
し

て
は
、
次
の
３
点
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
ず
、「
あ
っ
た
か
ス
ピ
リ
ッ
ト
」
と
も

い
う
べ
き
あ
っ
た
か
理
念
で
つ
な
が
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

次
に
、
労
働
と
社
会
保
障
に
関
心
の
あ
る

メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
、社
会
保
険
労
務
士
、

弁
護
士
、
元
監
督
官
、
研
究
者
等
の
専
門
家

が
多
い
こ
と
で
す
。

　

さ
ら
に
、
労
使
を
問
わ
ず
、
企
業
で
は
た

ら
く
様
々
な
立
場
の
方
が
参
加
さ
れ
て
い
る

こ
と
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
強
み
を
生
か
す
と
、
次
の
よ
う

な
活
動
を
考
え
ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

①�

「
あ
っ
た
か
企
業
」
を
目
指
す
人
た
ち

の
学
び
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
る

　

②�

「
あ
っ
た
か
企
業
」
つ
く
り
に
役
立
つ

知
恵
を
つ
む
ぎ
だ
す

　

③�

「
あ
っ
た
か
企
業
」
つ
く
り
に
役
立
つ

知
恵
を
広
く
発
信
す
る

　

こ
れ
ら
を
少
し
詳
し
く
述
べ
て
み
ま
す
。

①
学
び
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
は
、
集
う
人
が
異
な
る

の
で
、そ
の
有
り
よ
う
は
多
様
で
す
。「
あ
っ

た
か
企
業
」
実
現
の
道
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
で

き
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
に

お
け
る
対
話
と
試
行
錯
誤
の
中
で
見
つ
け
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
う
は
い
っ
て
も
、
一
定
の
役
立
つ
知
恵

と
い
う
も
の
は
あ
る
は
ず
で
す
。
ま
た
、
相

互
に
励
ま
し
合
う
場
が
あ
る
と
い
う
こ
と
も

く
じ
け
ず
に
取
り
組
む
の
に
役
立
つ
と
思
い

ま
す
。「
あ
っ
た
か
企
業
」
を
目
指
す
人
た

ち
が
、
一
緒
に
学
び
、
互
い
の
知
恵
を
共
有

し
、交
流
す
る
場
と
し
て
、あ
っ
た
か
サ
ポ
ー

ト
を
積
極
的
に
活
用
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
。

　

具
体
的
に
は
、
セ
ミ
ナ
ー
イ
ベ
ン
ト
後
の

座
談
会
、
ワ
ー
ク
中
心
の
研
修
会
、
Ｍ
Ｌ
上

で
の
交
流
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

あ
っ
た
か
サ
ポ
ー
ト
に
は
労
使
双
方
の
方

が
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
立
場
を
超
え

た
自
由
な
議
論
が
期
待
で
き
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、「
あ
っ
た
か
企
業
」

は
〝
懐
”
も
あ
っ
た
か
く
な
い
と
成
り
立
ち

ま
せ
ん
の
で
、
そ
の
観
点
か
ら
の
学
び
の
機

会
も
大
切
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

②
知
恵
を
つ
む
ぎ
、
③
発
信
す
る

　
「
あ
っ
た
か
企
業
」
つ
く
り
は
、
人
に
対
す

る
深
い
理
解
、
人
間
関
係
上
の
ト
ラ
ブ
ル
対
処

法
の
ほ
か
、
労
働
法
の
知
識
が
不
可
欠
で
す
。

　

労
働
法
は
相
当
複
雑
な
も
の
と
な
っ
て
い

る
う
え
に
、
改
正
も
続
い
て
い
ま
す
。「
慈

悲
の
心
」
の
実
践
に
役
立
つ
視
点
や
知
恵
を

見
つ
け
出
し
、
現
場
で
使
い
や
す
い
よ
う
に

整
理
し
て
提
案
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
意
義

深
い
活
動
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

あ
っ
た
か
サ
ポ
ー
ト
に
は
専
門
家
が
充
実

し
て
い
ま
す
の
で
、
先
日
の
ハ
マ
キ
ョ
ウ

レ
ッ
ク
ス
事
件
の
最
高
裁
判
例
や
、
働
き
方

改
革
関
連
法
案
な
ど
の
新
制
度
に
つ
い
て
、

現
場
に
役
立
つ
ガ
イ
ド
を
作
成
し
て
、
発
信

す
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

　

ま
た
、「
あ
っ
た
か
企
業
」
な
い
し
「
あ
っ

た
か
リ
ー
ダ
ー
」
を
見
出
し
、
ご
講
演
を
お

願
い
す
る
と
い
っ
た
こ
と
も
、
積
極
的
に
で

き
る
と
い
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

ぜ
ひ
会
員
間
で
活
発
な
議
論
を

　

以
上
、
大
変
つ
た
な
く
、
簡
単
な
も
の
で

は
あ
り
ま
す
が
、試
案
を
考
え
て
み
ま
し
た
。

あ
っ
た
か
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
、
何
を
ど
こ
ま

で
目
指
す
か
に
つ
い
て
は
、
会
員
間
で
の
活

発
な
議
論
の
も
と
方
向
性
を
見
出
し
て
い
け

た
ら
と
思
い
ま
す
。
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編

後

記

　

政
府
が
国
会
期
間
を
延
長
し
て
ま
で
成
立
さ
せ
た
働
き
方
改
革
関
連
法
は
、
残
業
規
制
、
同
一
労

働
同
一
賃
金
、
脱
時
間
給
制
度
を
三
本
柱
と
し
、
２
０
１
９
年
4
月
か
ら
順
次
施
行
さ
れ
る
。
日
本

の
人
口
減
少
社
会
が
進
む
中
で
、
一
人
当
た
り
の
労
働
者
の
生
産
性
を
高
め
る
こ
と
が
狙
い
だ
。
日

本
の
労
働
者
の
働
き
方
が
次
第
に
大
き
く
変
化
す
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
先
、
こ
の

法
律
が
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
労
働
者
の
労
働
時
間
が
短
縮
さ
れ
、
男
性
も
育
児
や
介
護
に

関
わ
れ
る
働
き
方
な
ど
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
が
進
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
気
に
な
る
こ
と
が
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
厚
労
省
が
発
表
し
た
、
平
成
29
年
度
個
別
労
働

紛
争
解
決
制
度
の
施
行
状
況
に
よ
る
と
、「
い
じ
め
・
嫌
が
ら
せ
」
が
６
年
連
続
し
て
ト
ッ
プ
に
上

が
っ
て
い
る
こ
と
だ
。
そ
し
て
精
神
障
害
の
労
災
補
償
状
況
に
よ
る
と
、
請
求
、
支
給
決
定
件
数
と

も
に
上
昇
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
二
つ
目
に
は
、
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
に
よ
る
給
付
と
負
担
の

ア
ン
バ
ラ
ン
ス
に
よ
っ
て
日
本
の
社
会
保
障
制
度
が
危
機
に
瀕
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
も

拘
ら
ず
政
府
は
不
都
合
な
現
実
か
ら
目
を
背
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

前
者
の
課
題
は
、
職
場
環
境
や
労
働
条
件
が
依
然
と
し
て
改
善
さ
れ
る
こ
と
な
く
過
労
自
殺
な
ど

多
く
の
労
働
者
の
健
康
被
害
が
拡
大
し
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、
そ
れ
と
正
面
か
ら
向
き
合
っ
て
い
な

い
事
に
あ
る
。
例
え
ば
Ｉ
Ｌ
Ｏ
で
議
論
さ
れ
て
い
る
職
場
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
に
向
け
た
国
際
基

準
策
定
に
対
し
日
本
政
府
が
消
極
的
で
あ
る
こ
と
だ
。
ま
た
、
脱
労
働
時
間
制
を
法
制
化
し
た
高
度

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
は
、
ア
メ
リ
カ
資
本
（
企
業
）
の
参
入
を
容
易
に
す
る
労
働
法
制
の
規

制
緩
和
に
他
な
ら
な
い
。

　

後
者
の
課
題
は
、
男
性
稼
ぎ
主
を
前
提
に
し
た
長
時
間
労
働
と
広
域
配
置
転
換
と
い
う
日
本
的
雇

用
慣
行
が
女
性
な
ど
潜
在
的
労
働
力
を
活
用
で
き
な
い
で
い
る
こ
と
だ
。
そ
の
た
め
に
年
金
、
医
療
、

介
護
な
ど
社
会
保
険
を
支
え
る
仕
組
み
が
で
き
な
い
で
い
る
こ
と
に
あ
る
。
日
本
の
社
会
保
障
制
度

は
、
社
会
保
険
料
と
税
金
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
。
時
の
政
権
は
誰
が
ど
の
よ
う
に
負
担
を
す

べ
き
な
の
か
、
と
い
う
肝
心
な
議
論
を
意
図
的
に
避
け
て
き
た
。
い
ま
の
政
府
は
自
助
努
力
型
の
個

人
年
金
の
普
及
を
進
め
て
い
る
が
、
こ
れ
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
人
た
ち
は
限
ら
れ
て
い
る
。

様
々
な
障
害
を
持
ち
な
が
ら
も
誰
で
も
が
社
会
に
参
加
で
き
社
会
保
険
料
や
税
金
を
負
担
し
、
自
尊

心
を
も
っ
て
働
く
こ
と
が
で
き
る
「
共
生
社
会
」
を
展
望
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
私
た
ち�

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
は
、
市
民
に
よ
る
草
の
根
の
議
論
の
場
を
拡
大
さ
せ
る
べ
き
だ
ろ
う
。

�
（
笹
尾
）

■ご相談とお問合せ

特定非営利活動法人　あったかサポート事務局　笹尾達朗（当法人・常務理事）

●お問い合せ時間　平日／10：00～17：00（土・日・祝日は休業）
●ご相談　土・日・祝日に関わらず、別途設定します。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
HP  http://attaka-support.org/
E-mail  attaka-support@r6.dion.ne.jp

075-352-2640TEL
FAX 075-352-2646

五条駅

花屋町通

下珠数屋町通 ●下京渉成小学校

七条通

下京年金事務所●

五条通

渉成園
枳穀邸東

本
願
寺

烏
丸
通

東
洞
院
通

間
之
町
通

河
原
町
通

●
Ｊ
Ｒ
京
都
駅
か
ら
徒
歩
５
分

●
京
阪
七
条
駅
か
ら
徒
歩
７
分

京都駅

あったか
サポート
（坂口ビル）

ささおたつろう
当
法
人
に
贈
呈
を

頂
い
た
図
書
を

紹
介
し
て
い
ま
す

法
政
大
学 

大
原
社
会
問
題
研
究
所

旬
報
社

　

２
０
１
８
年
版
の
特
集
は
、

労
働
教
育
の
現
状
を
調
査
し
、

紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

当
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
も
原

稿
の
依
頼
が
あ
り
、
２
０
０
６

年
以
降
の
労
働
関
連
法
教
育
の

経
過
と
現
状
、
今
後
の
課
題
に

つ
い
て
執
筆
し
て
い
ま
す
。


